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研究成果の概要（和文）：地域保健における子育てプログラムChild-Adult Relationship Enhancement（CARE）
の2回6時間の効果を明らかにすることを目的とした。研究デザインはランダム化比較試験（対面実施）とし、オ
ンラインCAREは介入前後比較試験とした。対象は2歳～小学校4年生の子どもの母親とし、調査内容は対象者背
景、子どもの問題行動、育児ストレス、親の養育行動と関係性認知、養育スキル、事後質問とした。
対面のCAREでは幼児・小学生の問題行動、親の養育行動と関係性認知、養育スキルが改善した。オンラインで
は、幼児の問題行動、育児ストレス、親の養育行動と関係性認知、養育スキルが改善した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the effects of the Child-Adult 
Relationship Enhancement (CARE), a parenting program in community health, twice for 6 hours. The 
study design was a randomized controlled trial (face-to-face CARE), and the online CARE was a 
before-after study. The subjects were mothers of children aged 2-years-old to 4th grade of 
elementary school. The survey contents were subject backgrounds, child's problem behavior, parenting
 stress, parenting behavior and relationship recognition, parenting skills, and post-intervention 
investigations.
In face-to-face CARE, problem behaviors of infants and elementary school students, parenting 
behaviors and relationship recognition, and parenting skills improved. Online, child behavior 
problems, parenting stress, parenting behavior and relationship recognition, and parenting skills 
improved.

研究分野：地域保健　地域看護　公衆衛生看護　

キーワード： CARE　子どもと絆を深める　子育て支援　プログラム　ランダム化比較試験　子どもの問題行動　育児
ストレス　養育スキル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
CAREプログラム（2回6時間）の子ども問題行動の減少や問題行動に対する親の困難感の減少、親の育児ストレス
の軽減、養育行動と関係性認知の改善、養育スキルが改善していた。また、小学生の養育者を対象としたCARE
も、子どもの問題行動に対する親の困難感が減少し、親の養育行動と関係性認知、養育スキルが改善したため学
術的に意義がある。そして、対面CAREだけでなくオンライン実施のI-CARE においても、子どもの問題行動や母
親の育児ストレスの軽減、親の養育行動と関係性認知の改善、養育スキルが改善するという結果が得られたこと
は、コロナ禍における子育て支援の効果を示せたため社会的意義があったと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本の地域保健サービスにおいて、子育て支援プログラムは普及しているが、子どもの問題行
動の減少を主目的としたプログラムは少ない。子育てに困難感を抱える母親が子育てプログラ
ムを受講し、養育スキルを身に付けることは、問題行動の減少及び問題行動の悪化予防、さらに
は母親の育児ストレス軽減が期待できる。子どもの問題行動は、幼児期・学童期には明確になっ
てくるため、地域保健分野における支援が重要である。 
CARE: Child-Adult Relationship Enhancement1)は、親子関係をよりよくし、子どもとの絆を
深めることを大切にした心理教育介入プログラムである。このプログラムの目的は、子どもとか
かわる全ての大人が子どもに対する肯定的な行動を増やし、子どもが指示に従いやすくするこ
とである。つまり、子どもの行動をマネージメントするための基本的なペアレンティングスキル
を学ぶ、大人のためのトレーニングモデルである。CARE は子どもの問題行動が減少する効果が
認められている心理療法 PCIT: Parent-Child Interaction Therapy2)などの中心概念が取り入
られ、親などの養育者だけでなく子どもとかかわる全ての大人を対象としている。CARE は、PCIT
などの問題行動を軽減するために有効な概念を合計 3～6時間程度のワークショップで、集団を
対象に実施する内容に改良したプログラムである。CARE に参加して学んだ内容を家庭で子ども
に実践することで効果が期待できる。 
 
２．研究の目的 
米国や日本において CARE は実践されているものの、ランダム化比較試験（以下、RCT）によっ
て CARE の効果検証をした研究は、世界的にみても近年報告された 2研究のみ 3, 4）である。その
一つである Samantha et al.が実施した研究 3)では、プライマリケアを受診した 2-6 歳の子ども
の子育てをしている母親に対し、１回 1.5 時間を 6回、合計 9時間の CARE による介入をしてい
た。コントロール群との比較の結果、問題行動の軽減と育児方法改善（子どものニーズに対する
共感の増加、体罰使用の軽減、子どもの権利や自立の尊重）の効果が報告されていた。もう一つ
の Messer et al. の論文 4)では、3-12 歳の里子を同居して養育している里親に対し、1回 3時
間を 2回、合計 6時間の CARE による介入を行い、スタンダードな心理的介入との比較研究をし
ていた。1回 3時間の CARE 介入後、1か月後に実施した 2回目の介入時は、1回目と比較して、
子どもとかかわる際に減らしたい言葉かけが有意に減少し、増やしたい言葉かけが有意に増加
した。また、介入 3か月後の子どものトラウマ症状である、心配の問題と怒りの問題が有意に軽
減していた。 
CARE は日本国内においても導入され、1回 3.5 時間の CARE 介入研究では、前後比較により子
どもの問題行動・育児ストレス軽減の効果があったものの、ランダム化比較試験においては、子
どもの問題行動を減少するには至らなかった。その理由は、対象者数が少ないことや、介入の効
果量が低いことであった。そこで、効果量を高くするため 3.5 時間に 2.5 時間を追加し、2回で
CARE を提供した場合、繰り返して強化できることや復習できることから、効果が期待できると
考えた。つまり CARE を 2回で合計 6時間介入した場合の子どもの問題行動、母親の育児ストレ
ス、子どもとの否定的な関係性、親の養育行動と関係性認知、養育スキルに関する効果を明らか
にすること、また、その介入方法の違いにより効果に差があるかを明らかにすることを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
研究デザインはランダム化比較試験(RCT)とし、プログラム参加群とコントロール群を平行群
間比較した。また、2021 年度は介入方法が対面からオンラインに変更したため、前後比較試験
とした。研究対象は、3 時間以上の CARE プログラムの参加が初めてであり、プログラム参加時
に 2歳～小学校 4年生の子どもを持つ母親（20 歳～64 歳）とした。研究対象者に対し、研究参
加者の募集後、研究実施施設において研究の説明会を実施し、その説明会において研究の同意書
の記入および回収をした。 
調査内容は、対象者背景、子どもの行動評価 5)6)（ECBI: Eyberg Child Behavior Inventory）、
対象者のうつ 7)（TQCI: Two-question care-finding instrument）、育児ストレス 8)（PSI-SF：
Parenting Stress Index Short Form）、親の養育行動と関係性認知 9)(子どもとの否定的な関係
性・子どもへの否定的な養育行動・子どもへの肯定的な養育行動)、養育スキル 10)（感情的叱責・
注目・関与・スパンキング・援助的コミュニケーション・きげんとり・不適切行動の無視・身体
的攻撃）、事後質問（質的質問を含む）とした。調査方法は 2018 年度と 2019 年度は自記式質問
紙調査とし、2021 年度はオンライン調査とした。ランダム化により、プログラム参加群と Waiting 
list 群に分け、プログラム参加群に CARE を実施した後、その結果を Waiting list 群と比較し
た。プログラム参加群へのプログラム参加終了後（4週間後）に Waiting list 群にも CARE を実
施した。この間、プログラム参加群には CARE の効果が持続しているか、フォローアップの調査
を実施した。 
介入したプログラムは CARE プログラム 11)とし、2回（3.5 時間+2.5 時間）とフォローアップ
プログラム 1 回（1.5 時間）とした。CARE プログラムは、PCIT と同じく前半部分と後半部分の



2 部から構成されている。プログラムの前半は、子どもとの良好な関係を築くために大切なでき
るだけ増やしたいスキルと、できるだけ減らしたいスキルなどについて、心理教育と具体的なロ
ールプレイの見学・実践を通して習得していただいた。プログラムの後半は、参加者が大人役と
子ども役の立場を変え実施するロールプレイによって、適切な指示の出し方のスキルの習得を
図った。CARE プログラムを実施するには、CARE-Japan が実施するファシリテータートレーニン
グを受講し、ファシリテーターとして認定されたものが教育をする必要がある。そのため、本研
究における CARE プログラムはファシリテーターの資格のある者が実施した。 
データ分析方法は、質問票から得られた情報を、統計学的および、質的記述的に分析した。な
お、研究実施に際し、研究計画書を倫理委員会に提出し、承認を受けてから実施した。 
 
４．研究成果 
 2018 年度と 2019 年度は、当初の計画通り CARE ワークショップを対面で実施できた。しかし、
2020 年に新型コロナウィルスが流行したため対面実施が難しい状況となり、2020 年度の介入は
中止した。その間、対面ではなく遠隔（オンライン）で実施できる I-CARE が開発され、日本語
翻訳版が仕上がったため、2021 年度は I-CARE による介入研究を実施した。 
 
１）2018 年度と 2019 年度の対面による CARE ワークショップの結果 
 ランダム化比較試験によりアウトカム評価をした結果、幼児の問題行動の頻度と問題数、育児
ストレス、親の養育行動と関係性認知（子どもとの否定的な関係性、子どもへの否定的な養育行
動）、養育スキル（感情的叱責・スパンキング・身体的攻撃）は、Waiting list 群に比べプログ
ラム参加群は有意に改善していた。また、小学生の問題行動の問題数と親の養育行動と関係性認
知、養育スキルは Waiting list 群に比べプログラム参加群は有意に改善していた。 
介入後の質的データを分析したところ、CARE プログラム介入後の変化は、子どもの行動面で
は【養育者にとって好ましい子どもの行動が増えた】、【子どもの感情が安定した】、【子どもの社
会性が発達した】、【養育者にとっての子どもの問題行動が減少した】、【子どもの自発的な行動が
増えた】、【子どもの行動に大きな変化を感じていない】、【子どもが成長した】の 7 カテゴリー
が、また、養育者と子どもの絆では【養育者と子どもとの関係性がよりよくなった】と【お互い
にスキンシップを求めることが増えた】の 2カテゴリーが抽出された。また、養育者の子育てに
対する意識では【養育者が子どもの立場にたって行動するようになった】、【子どもと向き合うよ
うになった】、【子どもを肯定的に受け止めるようになった】、【子どもへの意識が変化した】、【子
どもと養育者間の愛情に気付くようになった】、【子どもへの否定的な感情が減少した】の 6カテ
ゴリー、養育者自身の意識では【母親が穏やかに過ごせるようになった】、【子育てに対して前向
きな気持ちを持てた】、【子育ての悩みが軽くなった】、【養育者が変われば子どもも変わることに
気づいた】、【子ども主導の関係づくりを意識するようになった】、【褒めることの大切さに気付い
た】の 6 カテゴリーが抽出された。更に、養育者の行動では【CARE のスキルが使えるようにな
った】、【子どもとの会話や遊びに積極的に参加するようになった】、【子育てが円滑に行えるよう
になった】の 3カテゴリーが抽出された。 
 
２）2021 年度のオンラインによる I-CARE ワークショップの効果 
 I-CARE は介入前後比較試験により、子どもの問題行動の問題数スコア、育児ストレス、親の
養育行動と関係性認知（子どもとの否定的な関係性、子どもへの否定的な養育行動、子どもへの
肯定的な養育行動）、養育スキルが有意に改善していた。 
 
３）得られた成果と今後の展望 
この研究において 2回 6時間の CARE プログラムの介入により、育児ストレスの軽減、親の養
育行動と関係性認知の改善、子どもとの否定的な関係性の改善、子どもとの否定的な養育行動の
減少、養育スキルが増加し、感情的叱責が減り、スパンキング（子どもを叩くこと）が減り、身
体的攻撃が減ったことがわかった。また、子どもに対する効果としては、問題行動の頻度が減り、
子どもの問題行動に対する親の困難感も減少する効果があることが示された。短い時間のプロ
グラムでこのような効果が見られたことは、この研究の国内外における初めての報告であり、意
義があると考えられる。 
また、小学生の養育者を対象とした CARE プログラムの介入に関しても、子どもの問題行動に
対する親の困難感が減少し、親の養育行動と関係性認知、養育スキルが改善する効果があること
がわかった。幼児だけでなく、より幅広い年齢の子どもの養育者に使用してもらえるスキルとし
て CARE が有効であることを示せたことも成果と考える。 
そして、対面 CARE だけでなくオンライン実施の I-CARE においても、子どもの問題行動に対
する親の困難感の軽減、育児ストレスの軽減、親の養育行動と関係性認知（子どもとの否定的な
関係性、子どもへの否定的な養育行動、子どもへの肯定的な養育行動）の改善、養育スキル（不
適切行動の無視）が改善するという結果が得られたことは、重要なことである。つまり、今後、
新たな感染症が流行したとしてもオンラインプログラムを実施することに切り替えて介入する
ことでも効果が期待できる可能性が高い。さらに、エビデンスレベルは低くなるも、質的記述的
分析により、新たに様々な効果があることも示された。 
CARE プログラムは 2－18 歳の子どもを対象とした子育てスキルを大人に示すものである。今



後の展望として、まだ研究されていない子どもの年齢である思春期の養育者を対象としたプロ
グラムや、母親だけでなく父親を対象としたプログラム、幼稚園教諭や保育士、小学校・中学校・
高校の教員を対象とした CARE プログラム、子育て支援を実施してる専門家に対する CARE の研
究を計画したいと考えている。また、CARE プログラムを実施する効果的な回数や時間を示すこ
とや、1回 3.5 時間の CARE と 2.5 時間を追加した 2回 6時間の CARE の介入では効果に違いがあ
るのかを示していきたい。さらに、介入方法や内容の違いにより効果に違いがあるかも分析する
ことで、よりニーズに合った介入内容を検討できると考える。この研究で得られた質的な効果を
量的研究で示していくことも検討している。 
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